
天王寺方面

和歌山方面

8,177 

1,849 

2,821 8,383 

6,470 

1,324 

1,707 

525 

5,089 

589 

西口 東口

1.1 自由通路利用者数調査結果

東西自由通路

凡例
【平均路上駐輪台数】

４台以上
～ ４台未満
～ ２台未満
～１台未満

０台

区間 １時間平均 区間 １時間平均
区間3 0.1 区間36 0.8
区間9 0.2 区間37 0.1
区間15 0.3 区間42 0.2
区間17 3.5 区間47 0.3
区間20 5.5 区間54 0.2
区間21 3 区間61 0.1
区間22 3.1 区間81 0.1
区間23 0.1 区間91 3.8
区間25 4.3 区間W1 0.7
区間26 2 区間W6 0.1
区間28 0.1 区間W8 2.1
区間30 1.1 区間W9 0.4
区間35 0.3

放置台数（１台/時間以上計測）

1

1. 自由通路通行量及び駐輪状況調査結果概要

20 

112 

446 

993 

522 

216 
161 174 

139 117 
89 

139 
103 

162 
199 

137 
101 

63 67 
40 34 

0 8 24 

93 90 
29 43 

98 
56 50 52 45 

71 81 
106 

73 57 
31 25 20 3 

0

100

200

300
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700

800

900

1,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（人）

（時台）東側→西側 西側→東側

1.3 駐輪状況調査結果（路上駐輪状況）

1.2 駐輪状況調査結果（駐輪場状況）

＜北信太駅方面別通行量＞

＜東西自由通路 時間帯別交通量＞

●北信太駅の１日の利用者数は、天王寺方面が約8,000人/日、和歌山方面が約
2,000人/日となっている。

●東西自由通路の通行者数は約5,000人/日で、通勤・通学の時間帯に東側から
西側に大きなピークがある。

【調査日時：平成29年10月18日（水）４～２５時】

【調査日時：平成29年10月18日（水）７～１９時】
【調査日時：平成29年10月18日（水）７～１９時】

●北信太駅周辺の駐輪場の状況をみると、約1,800台の自転車及び
二輪の駐輪場が整備されている。

●各駐輪場の空き状況をみると、⑧北信太駅前自転車等駐車場
（市営駐輪場）を除く計8駐輪場で約600台の空がある。
●各駐輪場の駐輪率をみると、北信太駅から遠くなるほど駐輪率が

低くなっている。

●北信太駅周辺の路上駐輪の状況
をみると、駅東口に近い区間
20・25において、平均４台以上
の路上駐輪（自転車・原付・二
輪含む）が確認された。

●また、いくつかの商店等が立地
する区間21・22等においても平
均３台前後の路上駐輪が確認さ
れている。

●ただし、調査対象地区全体にお
ける路上駐輪台数の最大は12時
台の48台となっており、駐輪場
の不足が原因である路上駐輪は
発生していないと考えられる。

上段：駐輪台数（最大）／駐輪可能台数（台）
中段：駐輪率（％）
下段：駐輪台数最大時間帯（時台）

(245)

(43)

(57)

(47)

(57)

(30)

(21)

(526)

(53)

600 

91 

200 

65 

60 

34 

24 

660 

77 

0 100 200 300 400 500 600 700

①北信太駐輪場

②サイクルパーキング・シバ

③聖駐輪場

④（表示なし）

⑤ひまわり

⑥（表示なし）

⑦北信太西口第１駐輪場

⑧北信太駅前自転車等駐車場

⑨サイクルスペース北信太駅前

（台）

駐輪台数（最大） 駐輪可能台数
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回答数 回答比率

A 351 76.3%

B 293 63.7%

C 262 57.0%

D 318 69.1%

E 47 10.2%

F 18 3.9%

計 1,289 -

バスやタクシーなどの公共交通が利用しやすい

交通利便性の高いまち

生活利便施設（買物施設等）や公共サービスが

充実した利便性の高いまち

良好な住環境が保全された住みやすいまち

幼児や高齢者、障がい者をはじめとする誰もが

安全で安心して外出することができるバリアフ

リー化されたまち

貝吹山古墳や葛葉稲荷神社等観光資源のPRに

より来街者でにぎわうまち

現状のままのまち

351 

293 

262 

318 

47 

18 

A

B

C

D

E

F

0 100 200 300 400

N=460

（件）

68.8%

57.2%

61.0%

66.8%

19.7%

6.2%

19.4%

27.3%

28.2%

26.2%

30.2%

10.3%

7.2%

10.3%

8.0%

4.7%

33.0%

33.3%

3.3%

3.5%

1.4%

0.7%

10.6%

17.7%

1.4%

1.7%

1.4%

1.6%

6.5%

32.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A

B

C

D

E

F

重要である やや重要である どちらともいえない あまり重要ではない 重要ではない

（件）

573 

572 

561 

573 

557 

513 

69.0%

78.0%

62.5%

48.6%

54.7%

36.1%

19.7%

16.4%

24.8%

25.3%

21.4%

27.2%

4.7%

2.5%

7.7%

16.9%

14.4%

24.1%

4.9%

2.4%

3.4%

5.7%

6.6%

8.4%

1.7%

0.6%

1.8%

3.5%

2.9%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

F

問題である やや問題である どちらともいえない あまり問題ではない 問題ではない

（件）

635 

633 

626 

597 

618 

617 

2

2. JR北信太駅前整備に関するアンケート調査結果

A バスやタクシーなどの公共交通が利用しやすい交通利便性の高いまち

B 生活利便施設（買物施設等）や公共サービスが充実した利便性の高いまち

C 良好な住環境が保全された住みやすいまち

D
幼児や高齢者、障がい者をはじめとする誰もが安全で安心して
外出することができるバリアフリー化されたまち

E 貝吹山古墳や葛葉稲荷神社等観光資源のPRにより来街者でにぎわうまち

F 現状のままのまち

A 駅東側の駅前広場及び府道からのアクセス道路が未整備でありバスやタクシーの利用が不便。

B 道が狭く歩行者と自動車が交錯して危険である。

C 駅地下自由通路がバリアフリー化されていない。（エレベーター未整備）

D 駅西側からの自動車によるアクセスが不便である。

E 駅前にふさわしい土地利用となっておらず買い物等するのに不便である。

F 貝吹山古墳や葛葉稲荷神社などの駅周辺の観光資源が活用されていない。

2.1 北信太駅周辺の問題点 2.2 北信太駅周辺のまちづくりのイメージ

●下表に示すA～Fの問題点のうち、「B. 道が狭く歩行者と自動車が交錯して危険である。」
において問題であるという回答が最も多く、約８割の回答者が問題であると回答した。
また、上位３項目の選択でも、回答者の８割以上が「B.」を選択している。

●次いで、「A. 駅東側の駅前広場及び府道からのアクセス道路が未整備でありバスやタク
シーの利用が不便。」と「C. 駅地下自由通路がバリアフリー化されていない。（エレベー
ター未整備）」に対する問題意識が高いと考えられる。

●また、「F. 貝吹山古墳や葛葉稲荷神社などの駅周辺の観光資源が活用されていない。」
では、他の項目と比較して割合は低いが、約４割の回答者が問題であると回答している。

●下表に示すA～Fのまちづくりのイメージのうち、「A. バスやタクシーなどの公共交通が
利用しやすい交通利便性の高いまちづくり」において重要であるという回答が最も多く、
約７割の回答者が重要であると回答している。
また、上位３項目の選択でも回答者の約８割が「A.」を選択している。

●次いで、「D. 幼児や高齢者、障がい者をはじめとする誰もが安全で安心して外出すること
ができるバリアフリー化されたまちづくり」の重要性が高く認識されていると考えられる。

●一方で、「E.貝吹山古墳や葛葉稲荷神社等観光資源のPRにより来街者でにぎわうまち」と
「F. 現状のままのまち」に対する重要性の認識は低い。特に「F.」では、重要であるという

回答は１割以下であり、重要ではないという回答が約４割を占めている。＜北信太駅周辺の問題点＞

＜北信太駅周辺の問題点の度合い＞

＜北信太駅周辺の問題点（上位３項目を複数選択）＞ ＜北信太駅周辺のまちづくりのイメージ（上位３項目を複数選択）＞

＜北信太駅周辺のまちづくりのイメージの重要性＞

＜北信太駅周辺のまちづくりのイメージ＞

※無回答除く ※無回答除く

※無回答除く

※無回答除く

回答数 回答比率

A 377 72.4%

B 434 83.3%

C 290 55.7%

D 108 20.7%

E 202 38.8%

F 69 13.2%

計 1,480 -

駅地下自由通路がバリアフリー化されていない。（エ

レベーター未整備）

駅西側からの自動車によるアクセスが不便であ

る。

 駅前にふさわしい土地利用となっておらず買い

物等するのに不便である。

貝吹山古墳や葛葉稲荷神社などの駅周辺の観

光資源が活用されていない。

駅東側の駅前広場及び府道からのアクセス道

路が未整備でありバスやタクシーの利用が不便

道が狭く歩行者と自動車が交錯して危険である。

377 

434 

290 

108 

202 

69 

A

B

C

D

E

F

0 100 200 300 400 500

N=521

（件）
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100m以内

（徒歩1～2分

程度）

241 

84.6%

200m以内

（徒歩2～4分

程度）

35 

12.3%

その他

9 

3.2%

N=285

3

2. JR北信太駅前整備に関するアンケート調査結果

週5日以上

125 

19.6%

週に数回程度

78 

12.2%

月に数回程度

223 

34.9%

年に数回以下

213 

33.3%

N=639

＜利用頻度＞

通勤

134 

21.3%

通学

28 

4.5%

買い物

98 

15.6%通院

66 

10.5%

社交・飲食・娯

楽・観光

244 

38.8%

その他

59 

9.4%

N=629

＜利用目的＞

徒歩

288 

44.7%

自転車

172 

26.7%

二輪車（バイ

ク）

29 

4.5%

自動車（自分

で運転）

18 

2.8%

自動車（家族

等の送迎）

46 

7.1%

路線バス

85 

13.2%

タクシー

6 

0.9%

＜駅までの交通手段＞

N=645

【北信太駅の利用状況】

男性

262 

40.7%

女性

377 

58.5%

男性・女性と

答えることに

抵抗を感じる

5 

0.8%

20歳未満

22 

3.4%
20歳代

51 

7.9%
30歳代

60 

9.3%

40歳代

92 

14.3%

50歳代

103 

16.0%

60歳代

132 

20.5%

70歳以上

183 

28.5%

N=643

舞町

2 

0.3%

太町

54 

8.4%

葛の葉町

64 

9.9%

王子町

76 

11.8%

尾井町

34 

5.3%

上町

97 

15.0%

上代町

68 

10.5%小野町

3 

0.5%

鶴山台

247 

38.3%

N=645

＜性別＞

＜年代＞

＜居住地＞

【回答者の属性】

N=644

54

54

49

47

36

28

24

24

15

13

0 10 20 30 40 50 60

バス・タクシーの駅前への乗り入れ

送迎車両が多く、歩行者が危険

道路拡幅や歩道整備等

自動車の停車スペース確保

スーパー等の買い物施設

早急に整備を

駐輪場等の環境改善

バリアフリー化等、交通弱者への配慮

JR関連

地域住民等が集う空間に

＜駐輪場の利用実態＞

必要だと思う

398 

68.5%

必要だと思わ

ない

58 

10.0%

わからない

125 

21.5%

N=581

＜市営駐輪場の必要性について＞＜駐輪場の利用意向＞

＜駐輪場の選択基準＞ ＜駐輪場の利用意向別 駐輪場の選択基準＞ ＜駐輪場と駅との許容距離＞

◆回答者の属性及び北信太駅の利用状況2.3 駐輪場について

項目 内容

調査名 JR北信太駅前整備に関するアンケート調査

調査期間 平成29年10月17日（火）～11月1日（水）

対象者 15歳以上の信太校区及び鶴山台北・南校区の住民

調査票配布票数 1,400票

調査票回収票数 646票（11月6日現在）

回収率 46.1％

●駐輪場の利用実態をみると、北信太駅へ自転車及び二輪を利用する回答者のうち、約半数が市営駐輪場を利用している。
●回答者の約半数は市営駐輪場を利用したいと回答している。
●また、回答者の約７割は市営駐輪場が必要だと回答している。

市営駐輪場を

利用

100

54.9%

民間駐輪場を

利用

68

37.4%

その他

6

3.3%

利用しない

8

4.4%

N=182
※北信太駅への交通手段として

自転車及び二輪の利用者の回答

●駐輪場の選択基準をみると、駅からの距離（近さ）が一番多く４割以上、次いで料金（安さ）が約４割となっている。
●駐輪場利用意向別の駐輪場の選択基準をみると、料金（安さ）は、市営駐輪場を利用したいでは約４割であるが、民間駐輪

場を利用したいでは約１割となっている。民間駐輪場を選択する際には、料金（安さ）ではなく駅からの距離（近さ）が
１番大きな要因になっていることが推測できる。

●駐輪場と駅との許容距離をみると、100m以内が約８割を占めている。

●自由意見で寄せられた主な回答をみると、
「バス・タクシーの駅前への乗り入れ」及

び「送迎車両が多く、歩行者が危険」等、
駅前広場整備や道路整備に関する意見が
多くなっている。

●また、「スーパー等の買い物施設」や
「地域住民等が集う空間に」等、まちづく

りに関する意見もみられる。
●なお、「JR関連」では、「新しい駅舎を

整備してほしい」、「快速を停車させて
ほしい」、「高架化等、踏切を改善して
ほしい」といった意見がみられた。

＜主な自由意見＞

【調査実施概要】

※無回答除く

※無回答除く※無回答除く

※無回答除く

※無回答除く ※無回答除く

※無回答除く

※無回答除く

※無回答除く
※無回答除く

市営駐輪場を

利用したい

156 

54.9%

民間駐輪場を

利用したい

13 

4.6%

どちらでも良

い

115 

40.5%

N=284

料金（安さ）

110 

38.3%

駅からの距離

（近さ）

139 

48.4%

機能性（階層

や屋根の有無

など）

24 

8.4%

その他

14 

4.9%

N=287

41.3%

15.4%

38.6%

50.3%

46.2%

45.6%

5.2%

30.8%

9.6%

3.2%

7.7%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市営駐輪場を利用したい

民間駐輪場を利用したい

どちらでも良い

料金（安さ） 駅からの距離（近さ） 機能性（階層や屋根の有無など） その他

155

13

114

合計
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3. 北信太駅周辺の現状と課題

駅周辺は道路が狭隘で歩道が無
く、駅前広場が未整備であり、歩
行者と自転車、送迎車等が錯綜
して危険
⇒駅広及びアクセス道路の整備

路線バスが駅前まで乗り入れて
おらず鉄道との乗換えが不便
⇒駅広及びアクセス道路の整備

市営駐輪場は老朽化している
と共に耐震改修が必要
⇒新築もしくは

耐震改修の実施

葛葉稲荷神社や信太貝吹山古墳な
どの地域資源の更なる活用
⇒案内サインや古墳などの整備

日常生活に必要な
商業施設の立地が少ない

地下自由通路は階段しかなく
交通弱者の利用が不便
⇒バリアフリー化の推進

駅へのアクセス動線が不十分
⇒アクセス道路の整備必要

4. 整備目標（素案）

●これまで整理してきた地域の整備課題やアンケート調査結果を踏まえた住民の方々の意向を考慮して、整備目標（素案）
として以下の４点を設定した。

●地域の現状や各種調査の結果を踏まえて、北信太駅周辺の課題
を以下のとおり整理した。

■整備目標
■住民の意向

（アンケート調査）
■地域の整備課題

バス停が駅から離れている
など交通結節点としての

機能が不十分

１．誰もが円滑に移動できる
まちづくり

・和泉市の北の玄関口として、鉄道やバス、
タクシーなどの地域公共交通を誰もが気軽
に利用できる環境の整備を目指します。

２．誰もが住みやすい安心・安全
のまちづくり

・生活道路や通学路の安全性を高めたり、
バリアフリー化を進め、誰もが安心して暮
らせる環境の整備を目指します。

３．日常生活の拠点となる
まちづくり

・主に地域住民の方々が気軽に集い、日常
生活で利用できる沿道の生活利便機能や
賑わいを備えた環境の整備を目指します。

４．地域の魅力を感じる
まちづくり

・信太貝吹山古墳や葛葉稲荷神社をはじめ
とした豊富な地域資源を活かした、歴史・文
化を感じることができる環境の整備を目指
します。

駅周辺の細街路において
歩行者と自動車・自転車が

輻輳

駅東西を結ぶ自由通路が
バリアフリー未対応

駅東西のアクセス道路や
駅前広場が未整備

日常生活に必要な
商業施設の立地が少ない

葛葉稲荷神社や信太貝吹山
古墳などの地域資源の

更なる活用

市営駐輪場の老朽化及び
耐震改修

バスやタクシーが駅前まで入る
ことができず、アクセスが不便

送迎の自動車が駅前まで
入ってきて歩行者が危険

駅の自由通路がバリアフリー化
されていないため、高齢者や

ベビーカーの移動が困難

駅前に商店が少なく、
街路灯も少ないため

雰囲気が暗く感じる

駅前に生活利便施設
（買物施設等）や公共サービスが

充実していないため、
駅前へ出かける機会がない

送迎のためのスペース
がなく不便

信太貝吹山古墳や葛葉稲荷
神社等を活用したまちづくり

資料④
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5. まちづくり基本構想（素案）

5.1 主要動線イメージ図【現況】

5.2 主要動線イメージ図【将来案】

5.3 まちづくり基本構想（素案）

●整備目標（素案）及び現状・将来の動線イメージを踏まえて、北信太駅周辺におけるまちづくり基本構想（素案）を以下の
とおり設定した。

【凡 例】

検討対象区域

駐輪場

バス動線

主な送迎車動線

主な自転車動線

主な歩行者動線

資料⑤


